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製管工法ー SPR工法
積水化学工業、足立建設工業

み抜粋して示す。
l (1)施工性：次の各条件で施工で

きること。
5)既設非円形管に製管（自走：

製管）しながら嵩上げ部材を設置
、, （2)耐荷性能

1)複合管断面の破壊強度・外
圧強さ

SPR複合管は、＇「下水道用鉄筋
コンクリート管(JSWAS A
-1) 2011」等の 外 圧試験により、
新管と同等以上の強度を有するこ
と、およびSPR複合管が安全に
設計されること。

2)充てん材の圧縮強度
充てん材の圧縮華度は次の試験

値であること。①SPR裏込め材
12A : 12.さ'ONパ直以上②SPR裏
込め材2JA : 21N,(mnf以上、SP

(R裏込め材21B :. 2l'NAmnf以'...t③
SPR裏込め材35A：俎35N/mnf以
上④SPR裏込め材55A:55N/
直以上

• 3)充てん材のヤング‘率
充てん材のヤング率は次の試験

値であること。①SPR裏込め材
12A:'6000Nパ直以上②SPR裏
込め材21A : 6600N /mnf以上、S
PR裏込め材2lB.:6600N／叫以
上③SPR裏込め材35A : 22000 
N／直以上④SPR裏込め材55A
: 28400 N /mnf以上
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さ
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を
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モ
ル
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材
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と
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工
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と
な
る。

さ
ら
に、
本
工
法
の
防
食
被

1
9
5,'’-

◇
適
用
範
囲

_‘
W
1
1
(

l
l-

た
ス
リ
ッ

プ
シ
ー

ト
を
既
設
管

き
ょ

内
に
引
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蒸
気
と
空
気
を

混
合
さ
せ
た
熱
風
を
供
給
し
な

が
ら
硬
化
さ
せ、
F
R
P
パ
イ

プ
を
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築
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▽
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ニング工法〉 一PL-W工法
汀建材、泉都興業、大幸道路管理、東レ建設

れ，、割れ、軟化、溶出がないこと。
2)遮断性
諷黄侵入深さ＝10％の硫酸水

溶液に120日間浸せきした時の硫
黄侵入深さが設計厚さに対し1%
以下であること。＾（目地部は5%
以下かつlOOum以下） ②透水性
＝透切d量が0.15g以下

3)援環安定性＝付着強度がo.
与 24N/-以上
すい 4 4)外観性＝被覆にしわ、むら、
5し剥がれ、 割れのないこと。
。 5)耐アルカリ性＝水酸化カル
ノ シウム飽和水 溶液に60日間浸せき
寸 しても被覆にふくれ、割れ、軟化、
J 溶出がないこと。
[ （2)耐摩耗性＝PLパネルおよび
に PLライナーは、硬質塩化ビニル
）ゞ と同等程度の耐摩耗性を有するこ

と。． ‘ゞ (3泳密性＝PLパネルおよびP
、,Lライナーの目地部は、0.lMP

aの内水圧および 外水庄に耐える
水密性を有すること。

(4港環性＝PLモルタルと既設
コンクリ·ートとの接着強さが1.5
N／直以上であること。

(5)施工性＝次の各構造物におい
て施工が可能であること。①円形
構造②角形構造 i’’ 娑

(6)補強材(KBM)の強度特性
1) 補強材 CKBM) の引張強，

度＝補強材の引張強度は次の試験
値以上であること(1400�／直）

2)補修効果＝鉄筋コンクリー
ト構造物が保有していた程度の性
能（曲げ強度）を回復することが

｀できること。
ぺふ (，7)充てん材の弓鉗斐特性＝充てん、〗

材の庄縮華度が45N／直以上の強 i
ふ、 唸浴

度を有すること。
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④
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②
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既設マンホール
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設置状況の断面
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